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『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
の
増
補
と
編
者
景
戒
秋
吉
正
博
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『
日
本
霊
異
記
』、
景
戒
、
信
、
看
病
呪
護
、
追
善
は
じ
め
に
奈
良
末
・
平
安
初
期
に
つ
く
ら
れ
た
『
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
』（
以
下
、『
霊
異
記
』
と
略
す
）
の
成
立
過
程
は
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
延
暦
六
年
ご
ろ
に
原
撰
の
段
階
が
あ
り
、
そ
の
後
は
弘
仁
年
間
ま
で
に
数
度
の
増
補
を
経
て
出
来
上
が
っ
て
き
た
と
み
な
す
の
が
通
説
で
あ
ろ
う
。
延
暦
六
年
が
原
撰
の
開
始
年
で
あ
っ
た
の
か
、
終
了
年
で
あ
っ
た
の
か
は
未
詳
で
あ
る
が
、
延
暦
六
年
と
い
う
年
が
景
戒
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
だ
け
は
疑
い
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
諸
研
究
に
お
い
て
弘
仁
年
間
ま
で
に
増
補
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
下
巻
の
巻
末
数
話
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
霊
異
記
』
を
増
補
し
た
と
い
う
景
戒
の
編
纂
意
識
と
そ
の
背
景
を
考
え
て
み
た
い（１
）。
一
下
巻
第
三
十
三
縁
以
降
の
配
列
と
連
想
延
暦
六
年
と
い
う
年
記
が
重
要
な
意
味
を
帯
び
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
事
情
に
つ
い
て
は
、
下
巻
第
三
十
八
縁
の
説
話
の
内
容
に
基
づ
い
て
い
る
。
下
巻
第
三
十
八
縁
は
、
三
つ
の
ま
と
ま
り
か
ら
な
る
が
、
最
初
に
災
と
善
の
表
相
に
関
わ
る
説
話
が
あ
る
。
次
い
で
編
者
の
景
戒
自
身
が
登
場
す
る
不
思
議
な
説
話
が
続
き
、
延
暦
六
年
に
景
戒
が
「
慙
愧
」
し
た
後
、
或
る
夢
を
見
て
夢
解
き
を
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
延
暦
七
年
以
降
の
夢
と
表
相
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
下
巻
第
三
十
八
縁
の
半
ば
に
み
え
る
延
暦
六
年
と
い
う
年
記
は
下
巻
序
に
も
見
え
て
お
り
、
景
戒
に
と
っ
て
『
霊
異
記
』
編
纂
の
基
準
と
な
る
何
か
特
別
な
意
味
を
帯
び
た
年
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
従
来
は
、
こ
の
延
暦
六
年
を
基
準
に
『
霊
異
記
』
の
な
か
の
年
月
日
の
記
述
を
探
し
出
し
て
、
や
は
り
同
じ
く
延
暦
六
年
と
い
う
年
記
が
見
え
る
下
巻
第
三
十
四
縁
を
原
撰
の
最
終
話
と
み
な
す
説
が
あ
っ
た（２
）。
し
か
し
、
下
巻
第
三
十
四
縁
の
延
暦
六
年
十
一
月
は
、
下
巻
第
三
十
八
縁
の
延
暦
六
年
九
月
よ
り
数
ヶ
月
遅
い
時
期
を
設
定
し
て
い
る
か
ら
、
最
終
話
と
み
る
に
は
疑
問
が
あ
る
。
も
う
一
つ
前
の
下
巻
第
三
十
三
縁
を
原
撰
の
最
終
話
と
す
る
説
も
あ
る（３
）。
下
巻
第
三
十
三
縁
は
延
暦
四
年
の
年
記
を
含
ん
で
い
る
が
、
こ
の
説
話
後
半
の
半
分
以
上
を
経
論
な
ど
の
引
用
文
で
占
め
る
と
い
う
、『
霊
異
記
』
全
体
の
ま
と
め
と
も
み
え
る
特
徴
的
な
構
成
を
と
る
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
で
は
下
巻
第
三
十
三
縁
を
原
撰
の
最
終
話
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
説
話
の
内
容
に
み
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
下
巻
第
三
十
三
縁
の
刑
罰
賤
沙
弥
乞
食
以
現
得
頓
悪
死
報
縁
を
引
用
し
て
み
よ
う
。
紀
直
吉
足
者
、
紀
伊
国
日
高
郡
別
里
、
椅
家
長
公
也
。
天
骨
悪
性
、
不
信
因
果
。
延
暦
四
年
乙
丑
夏
五
月
、
国
司
巡
行
部
内
、
給
於
正
税
。
至
于
其
郡
、
下
乎
正
税
八洲学園大学紀要 第５号（２００９）、P１１～P１９
―１１―
而
班
百
姓
。
有
一
自
度
。
字
曰
伊
勢
沙
弥
也
。
誦
持
薬
師
経
十
二
薬
叉
神
名
、
歴
里
乞
食
。
就
於
給
正
税
之
人
乞
稲
、
臻
於
厥
凶
人
之
門
而
乞
。
見
彼
乞
者
、
不
施
乞
物
。
散
其
荷
稲
、
亦
剥
袈
裟
而
拍
逼
之
。
沙
弥
逃
隠
于
其
別
寺
僧
坊
。
凶
人
逐
捕
、
更
将
己
門
、
挙
持
大
石
、
当
沙
弥
頭
、
而
迫
之
曰
、「
読
其
十
二
薬
叉
神
名
、
呪
縛
乎
我
。」沙
弥
猶
辞
之
。
凶
人
猶
強
之
。
不
勝
強
逼
、
一
遍
読
逃
。
然
後
不
久
、
地
而
死
。
更
不
可
疑
、
護
法
加
罰
。
雖
自
度
師
、
猶
闚
忍
心
。
隠
身
聖
人
、
交
凡
中
故
。
炯
然
無
過
、
慇
探
吹
毛
不
可
求
疵
。
求
失
之
者
、
三
賢
十
聖
、
有
失
可
誹
。
求
徳
之
者
、
謗
法
断
善
、
有
徳
可
美
。
所
以
十
輪
経
云
、「
匐
花
雖
萎
、
猶
勝
諸
余
花
。
破
戒
諸
比
丘
、
猶
勝
諸
外
道
。
説
出
家
人
過
、
若
破
戒
若
持
戒
、
若
有
戒
若
無
戒
、
若
有
過
若
無
過
、
説
者
過
出
万
億
仏
身
血
。」今
此
義
解
云
、「
出
血
不
能
障
仏
道
。
説
僧
過
時
、
破
壊
多
人
信
、
生
彼
煩
悩
、
障
聖
道
故
。
是
故
菩
薩
、
楽
求
彼
徳
、
不
楽
求
彼
失
。」
像
法
決
疑
経
云
、「
未
来
世
中
、
俗
官
莫
令
使
比
丘
輸
税
。
若
税
奪
者
、
得
罪
無
量
。
一
切
俗
人
、
不
得
乗
騎
三
宝
牛
馬
。
不
得
撾
打
三
宝
奴
碑
及
以
六
畜
。
不
得
受
其
三
宝
奴
婢
礼
拝
。
若
有
犯
者
、
皆
得
殃
咎
云
々
。」
又
如
経
論
説
、「
慳
心
多
者
、
雖
是
泥
土
、
重
於
金
玉
。
慳
貪
之
人
、
聞
乞
糞
土
、
猶
懐
恡
惜
。
惜
財
不
布
施
。
蔵
積
恐
人
知
。
捨
身
空
手
、
去
餓
鬼
中
、
受
飢
寒
心
。」
夫
銭
財
者
、
五
家
共
有
。
何
五
家
者
、
一
県
官
非
理
来
向
、
二
者
盜
賊
猶
来
劫
奪
、
三
者
忽
為
水
流
、
四
者
忽
然
火
起
不
免
焚
焼
、
五
者
悪
子
無
理
費
用
云
々
。
故
菩
薩
、
歓
喜
布
施
也
。
下
巻
第
三
十
三
縁
は
、「
隠
身
聖
人
」（
隠
身
聖
）
を
テ
ー
マ
と
す
る
説
話
で
あ
る
。
延
暦
四
年
五
月
、
紀
伊
国
司
が
国
内
を
巡
行
し
て
正
税
を
給
い
、
同
国
日
高
郡
に
至
っ
た
。
別
里
の
椅
家
長
公
紀
直
吉
足
が
国
司
か
ら
下
さ
れ
た
正
税
を
百
姓
に
わ
か
つ
仕
事
を
担
当
し
て
い
た
。
彼
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
悪
性
で
あ
り
、
因
果
を
う
や
ま
わ
な
い
人
で
あ
っ
た
。
或
る
「
自
度
」
が
お
り
、
そ
の
名
を
「
伊
勢
沙
弥
」
と
い
っ
た
が
、「
薬
師
経
十
二
薬
叉
神
名
」を
誦
持
し
な
が
ら
、
里
を
め
ぐ
っ
て
乞
食
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
「
凶
人
」
吉
足
の
家
の
門
に
来
て
稲
を
乞
う
た
。
吉
足
が
伊
勢
沙
弥
の
袈
裟
を
剥
ぎ
、
打
ち
せ
め
る
の
で
、
沙
弥
は
「
別
寺
僧
坊
」
に
逃
げ
隠
れ
た
。
し
か
し
、「
凶
人
」
は
沙
弥
を
追
い
か
け
て
捕
ま
え
て
し
ま
い
、
自
分
の
家
の
門
ま
で
連
れ
て
来
る
と
、
大
き
な
石
を
持
ち
上
げ
て
沙
弥
の
頭
に
当
て
る
ふ
り
を
し
て
、「
十
二
薬
叉
神
」の
名
を
唱
え
て
自
分
を
呪
縛
し
て
み
よ
、
と
迫
っ
た
。
沙
弥
は
断
っ
た
が
、「
凶
人
」は
な
お
強
い
る
。
沙
弥
は
そ
の
強
引
さ
に
た
え
か
ね
、
一
遍
だ
け
読
ん
で
逃
げ
た
。
す
る
と
、
吉
足
は
地
面
に
倒
れ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
。
こ
の
説
話
の
最
後
で
は
、
た
と
え
「
自
度
師
」
で
あ
ろ
う
と
、
せ
め
ず
に
「
忍
心
」
を
も
っ
て
視
る
べ
き
で
あ
り
、「
自
度
師
」
の
ご
と
き
「
隠
身
聖
人
」
は
「
凡
中
」
に
交
じ
っ
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
あ
と
に
い
く
つ
も
の
経
論
な
ど
を
引
用
し
て
、
行
者
は
破
戒
の
者
で
あ
ろ
う
と
、「
外
道
」
よ
り
は
勝
る
も
の
だ
か
ら
、
俗
人
は
行
者
に
対
し
て
布
施
を
惜
し
ん
で
は
な
ら
な
い
、
な
ど
と
説
い
て
い
る
。
下
巻
第
三
十
三
縁
で
は
「
隠
身
聖
人
」
を
見
抜
く
力
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
同
じ
主
張
が
上
巻
第
四
縁
に
も
見
え
る
。
上
巻
第
四
縁
で
は
、「
聖
人
」
で
あ
る
聖
徳
皇
太
子
が
乞
者
を
「
隠
身
聖
」
と
見
抜
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
か
ら
、
普
通
の
人
々
（「
凡
人
」）
は
見
抜
く
こ
と
が
難
し
い
。
難
し
い
ゆ
え
に
、
相
手
が
乞
者
で
あ
ろ
う
と
も
、
誹
謗
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
理
屈
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
下
巻
第
三
十
三
縁
は
、
上
巻
第
四
縁
と
呼
応
す
る
内
容
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
下
巻
第
三
十
三
縁
が
原
撰
の
最
終
話
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
上
巻
第
四
縁
と
呼
応
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、「
凡
中
」
に
交
じ
る
「
自
度
」
の
修
行
者
を
「
隠
身
聖
人
」
と
し
て
擁
護
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。『
霊
異
記
』
の
「
自
度
」
を
擁
護
す
る
い
く
つ
も
の
説
話
を
重
視
し
て
、
景
戒
自
身
が
「
自
度
」
の
沙
弥
出
身
で
あ
っ
た
と
み
な
す
説
も
あ
る
。
景
戒
は
少
な
く
と
も
「
自
度
」
の
存
在
を
重
ん
じ
て
、
大
和
の
薬
師
寺
の
み
な
ら
ず
、
大
和
の
諸
寺
を
中
心
と
し
た
官
大
寺
や
私
寺
・
私
堂
を
活
動
の
場
と
す
る
道
俗
全
体
を
視
野
に
入
れ
て
お
り
、「
自
度
」の
修
行
者
を
誹
謗
し
て
は
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
仮
説
を
立
て
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。『
霊
異
記
』
全
体
を
大
和
薬
師
寺
の
自
己
主
張
と
み
る
説（４
）も
あ
っ
た
が
、『
霊
異
記
』
を
み
る
限
り
、
そ
こ
ま
で
狭
い
範
囲
の
利
害
を
主
張
し
た
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
下
巻
第
三
十
三
縁
を
原
撰
の
最
終
話
と
み
な
す
説
を
採
用
す
る
と
、
下
巻
の
第
三
十
秋 吉 正 博
―１２―
四
縁
、
第
三
十
五
縁
、
第
三
十
六
縁
、
第
三
十
七
縁
、
第
三
十
八
縁
、
第
三
十
九
縁
の
計
六
話
を
増
補
部
分
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
三
十
八
縁
、
第
三
十
九
縁
の
説
話
は
別
途
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
第
三
十
四
縁
か
ら
第
三
十
七
縁
ま
で
の
説
話
を
中
心
に
取
り
上
げ
た
い
。
第
三
十
四
縁
か
ら
第
三
十
七
縁
ま
で
の
説
話
の
う
ち
、
第
三
十
四
縁
を
除
い
て
、
我
々
も
そ
の
名
を
知
る
実
在
の
人
物
を
多
く
登
場
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
説
話
を
よ
く
読
み
く
ら
べ
て
み
る
と
、
下
巻
第
三
十
四
縁
か
ら
第
三
十
七
縁
ま
で
は
、
モ
チ
ー
フ
の
連
想
が
連
続
的
に
続
い
た
り
、
あ
る
い
は
ひ
と
つ
飛
ば
し
て
次
の
説
話
に
続
い
た
り
す
る
よ
う
に
、
複
雑
な
か
た
ち
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
・
下
巻
第
三
十
四
縁
…
…
病
人
と
行
者
に
よ
る
治
病
行
為
と
し
て
の
経
典
読
誦
と
そ
の
長
さ
、
病
人
の
「
怨
病
」
に
対
す
る
現
報
と
宿
業
の
認
識
、
行
者
の
看
病
呪
護
に
お
け
る
各
種
経
典
の
読
誦
、行
者
の
看
病
呪
護
に
よ
り
治
っ
た
病
人
の「
怨
病
」、
病
人
と
行
者
の
関
係
・
下
巻
第
三
十
五
縁
…
…
或
る
男
が
白
米
綱
丁
と
し
て
犯
し
た
罪
と
地
獄
で
受
け
る
苦
と
そ
の
長
さ
、
蘇
生
者
の
解
を
信
じ
た
大
宰
府
と
信
じ
な
か
っ
た
朝
廷
、
解
を
再
発
見
し
て
奏
上
し
た
官
人
、
地
獄
に
関
す
る
僧
侶
の
説
明
に
よ
り
蘇
生
者
の
解
を
信
じ
た
天
皇
、
天
皇
と
官
人
ら
の
知
識
結
に
よ
る
法
華
経
一
部
の
書
写
と
法
会
、
天
皇
と
「
白
米
綱
丁
」
の
関
係
・
下
巻
第
三
十
六
縁
…
…
「
太
政
大
臣
」
の
仏
法
抑
圧
と
地
獄
、
息
子
の
病
気
に
対
す
る
「
看
病
衆
」
の
看
病
呪
護
、「
一
禅
師
」
に
よ
る
焼
香
行
道
・
陀
羅
尼
読
誦
、
看
病
呪
護
の
最
中
に
父
の
霊
が
憑
依
し
て
治
っ
た
息
子
の
「
病
」、
病
人
と
「
一
禅
師
」
の
関
係
・
下
巻
第
三
十
七
縁
…
…
或
る
官
人
が
生
前
の
罪
に
よ
り
地
獄
・
黄
泉
で
受
け
た
応
報
の
重
さ
、
蘇
生
者
の
解
を
信
じ
な
か
っ
た
大
宰
府
、
官
人
の
妻
子
に
告
げ
知
ら
せ
た
「
京
中
人
」、「
京
中
人
」
の
説
明
を
信
じ
た
官
人
の
妻
子
、
官
人
の
法
華
経
一
部
書
写
と
妻
子
の
法
華
経
一
部
書
写
と
追
善
供
養
、
官
人
や
そ
の
妻
子
と
「
京
中
人
」
の
関
係
こ
の
よ
う
に
下
巻
第
三
十
四
縁
か
ら
第
三
十
七
縁
ま
で
の
、
説
話
の
配
列
と
内
容
・
表
現
の
連
想
が
お
互
い
に
関
連
す
る
と
い
う
仮
説
を
立
て
て
み
る
と
、
も
う
少
し
詳
し
く
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
最
後
に
は
、『
霊
異
記
』
を
増
補
し
た
と
さ
れ
る
景
戒
の
編
纂
意
識
に
論
及
し
て
み
た
い
。
二
未
詳
の
病
因
と
呪
護
の
方
法
次
に
生
き
る
者
が
受
け
て
い
た
病
の
悪
因
が
説
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
行
者
・
禅
師
の
看
病
呪
護
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
、
下
巻
第
三
十
四
縁
と
第
三
十
六
縁
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
下
巻
第
三
十
四
縁
の
怨
病
忽
嬰
身
因
之
受
戒
行
善
以
現
得
愈
病
縁
は
、「
怨
病
」
と
い
う
表
現
が
注
目
さ
れ
る
。
巨
勢
部
呰
女
者
、
紀
伊
国
名
草
郡
埴
生
里
之
女
也
。
以
天
平
宝
字
五
年
辛
丑
、
怨
病
嬰
身
、
頸
生
癭
肉
、
疽
如
大
。
痛
苦
如
切
、
歴
年
不
愈
。
自
謂
、「
宿
業
所
招
、
非
但
現
報
。
滅
罪
差
病
、
不
如
行
善
。」
剃
髪
受
戒
、
著
之
袈
裟
、
住
其
里
於
大
谷
堂
。
誦
持
心
経
、
行
道
為
宗
。
逕
十
五
年
、
行
者
忠
仙
、
来
共
住
堂
。
忠
仙
見
之
此
病
相
惆
、
看
病
呪
護
、
発
誓
願
言
、「
為
愈
是
病
、
奉
読
薬
師
経
、
金
剛
般
若
経
各
三
千
巻
、
観
世
音
経
一
万
巻
、
観
音
三
昧
経
一
百
巻
也
。」
歴
十
四
年
、
奉
読
薬
師
経
二
千
五
百
巻
、
金
剛
般
若
経
一
千
巻
、
観
世
音
経
二
百
巻
。
唯
千
手
陀
羅
尼
、
無
間
誦
之
也
。
未
満
巻
数
、
従
受
病
歳
以
来
、
逕
之
廿
八
年
、
至
於
延
暦
六
年
丁
卯
冬
十
一
月
廿
七
日
之
辰
時
、
癭
癰
疽
、
自
然
口
開
、
流
出
膿
血
、
平
復
如
願
也
。
故
定
知
、
大
乗
神
呪
奇
異
之
力
、
病
人
行
者
積
功
之
徳
。「
無
縁
大
悲
、
至
感
之
者
、
播
於
異
形
。
無
相
妙
智
、
深
信
之
者
、
呈
於
明
色
。」
者
、
其
斯
謂
之
矣
。
巨
勢
部
呰
女
は
紀
伊
国
名
草
郡
埴
生
里
の
女
性
で
あ
っ
た
。
天
平
宝
字
五
年
に
「
怨
病
」
に
か
か
り
、
痛
苦
を
伴
う
癭
癰
疽
が
頸
に
出
来
て
し
ま
い
、
数
年
経
っ
て
も
癒
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
長
き
に
わ
た
る
「
怨
病
」
を
「
現
報
」
に
よ
る
だ
け
で
な
く
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「
宿
業
」
に
よ
る
も
の
で
も
あ
る
と
考
え
直
し
て
、「
滅
罪
」「
行
善
」
に
よ
っ
て
治
す
こ
と
を
誓
い
、
剃
髪
し
て
受
戒
し
、
袈
裟
を
着
て
大
谷
堂
に
住
み
、
般
若
心
経
を
誦
持
し
、
行
道
を
宗
と
し
た
。
十
五
年
が
経
っ
た
が
、
般
若
心
経
で
は
足
ら
な
か
っ
た
。
行
者
忠
仙
が
こ
の
堂
に
来
て
、
共
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
が
、
呰
女
の
病
を
見
て
あ
わ
れ
ん
で
「
看
病
呪
護
」
し
、
発
願
し
て
こ
の
病
を
癒
す
た
め
に
薬
師
経
な
ど
を
読
む
こ
と
を
誓
っ
た
。
さ
ら
に
十
四
年
の
間
、
薬
師
経
な
ど
を
途
中
ま
で
読
ん
だ
。
病
を
受
け
て
か
ら
二
十
八
年
経
っ
た
延
暦
六
年
十
一
月
二
十
七
日
の
辰
時
に
癭
癰
疽
に
自
然
に
口
が
開
い
て
膿
血
が
流
れ
出
し
、
平
復
す
る
こ
と
願
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。
大
乗
神
呪
の
奇
異
の
力
、
病
人
と
行
者
の
「
積
功
之
徳
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
。
呰
女
は
痛
苦
を
伴
う
癭
癰
疽
を
「
現
報
」
と
「
宿
業
」
に
よ
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
き
た
説
話
で
あ
る（５
）。
呰
女
は
般
若
心
経
を
誦
持
し
た
が
、
全
く
癒
え
ず
、
後
に
行
者
が
来
住
し
て
「
看
病
呪
護
」
し
、
薬
師
経
、
金
剛
般
若
経
、
観
世
音
経
、
観
音
三
昧
経
、
千
手
陀
羅
尼
を
読
誦
し
て
十
四
年
が
経
っ
た
。
病
を
得
て
か
ら
二
十
八
年
も
の
長
い
間
読
誦
し
続
け
た
ら
、
つ
い
に
回
復
し
た
と
い
い
、
経
典
・
陀
羅
尼
の
不
思
議
な
力
と
病
人
・
行
者
の
功
徳
を
時
間
の
長
さ
で
強
調
し
て
い
る
。
下
巻
第
三
十
六
縁
の
減
塔
階
仆
寺
幢
得
悪
報
縁
は
、「
仏
法
」
の
治
病
行
為
と
占
い
の
両
方
が
登
場
す
る
点
で
象
徴
的
で
あ
る
。
光
仁
天
皇
の
時
代
の
太
政
大
臣
藤
原
永
手
と
そ
の
息
子
家
依
が
登
場
人
物
で
あ
る
。
正
一
位
藤
原
朝
臣
永
手
者
、
諾
楽
宮
御
宇
白
壁
天
皇
御
時
太
政
大
臣
也
。
延
暦
元
年
頃
、
大
臣
之
子
、
從
四
位
上
家
依
、
為
父
悪
夢
見
、
而
白
父
言
、「
不
知
兵
士
卅
余
人
、
来
召
父
尊
。
此
悪
表
相
、
故
応
謝
除
。」雖
然
白
驚
、
而
父
不
応
。
然
後
父
卒
。
時
子
家
依
、
得
久
病
故
、
請
召
禅
師
優
婆
塞
、
而
令
呪
護
、
猶
不
愈
差
。
時
看
病
衆
中
、
有
一
禅
師
。
発
誓
願
言
、「
凡
憑
仏
法
修
行
大
意
、
救
他
活
命
。
今
我
寿
施
病
者
代
身
。
仏
法
実
有
、
病
人
命
活
。」
棄
命
不
睠
。
手
於
置
爝
、
焼
香
行
道
、
読
陀
羅
尼
、
而
忽
走
転
。
時
病
者
託
言
、「
我
永
手
也
。
我
令
仆
乎
法
花
寺
幢
、
後
西
大
寺
八
角
塔
成
四
角
、
七
層
減
五
層
也
。
由
此
罪
、
召
我
於
閻
羅
王
闕
、
令
抱
火
柱
、
以
挫
釘
打
立
我
手
於
、
而
問
打
迫
。
今
閻
羅
王
宮
内
、
火
煙
満
寛
。
王
問
、『
何
煙
。』
答
曰
、『
永
手
之
子
家
依
、
受
病
而
痛
、
呪
之
禅
師
、
手
於
焼
香
、
彼
煙
也
。』
即
閻
羅
王
、
免
我
擯
返
。
然
我
体
滅
、
無
所
寄
宿
、
故
道
中
漂
。」於
是
、
不
食
病
者
、
乞
飯
而
食
、
差
病
起
居
。
夫
幢
是
招
転
輪
王
報
之
善
因
也
。
塔
是
収
三
世
仏
舍
利
之
宝
蔵
也
。
故
依
幢
仆
得
罪
、
由
塔
高
減
被
罪
也
。
不
応
不
恐
。
是
近
現
報
也
。
下
巻
第
三
十
六
縁
に
よ
る
と
、
永
手
の
息
子
家
依
は
、
延
暦
元
年
の
あ
る
日
、
父
の
永
手
に
関
す
る
「
悪
夢
」
を
見
た
の
で
、
永
手
に
「
悪
夢
」
の
内
容
を
打
ち
明
け
た
。
永
手
を
連
れ
て
い
こ
う
と
す
る
兵
士
が
夢
に
出
て
き
た
と
語
り
、
除
災
を
勧
め
た
が
、
永
手
は
取
り
合
わ
ず
、
案
の
定
、
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。「
悪
夢
」
は
「
悪
表
相
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
時
に
息
子
は
病
に
伏
す
が
、
看
病
の
禅
師
が
必
死
の
誓
願
を
行
い
、
手
の
上
で
焼
香
し
て
行
道
し
、
陀
羅
尼
を
読
む
と
、
永
手
の
霊
が
息
子
に
憑
い
て
語
り
出
す
。
家
依
の
口
を
通
じ
て
、
永
手
の
霊
が
語
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
寺
院
の
塔
の
高
さ
を
減
じ
た
り
、
幢
を
倒
し
た
り
し
た
た
め
に
、
あ
の
世
で
火
柱
を
抱
き
、
手
に
釘
を
打
っ
て
責
め
ら
れ
る
苦
痛
を
味
わ
っ
て
い
た
。
家
依
の
看
病
僧
が
焚
い
た
煙
が
あ
の
世
に
届
き
、
煙
が
充
満
し
た
た
め
、
閻
羅
王
が
永
手
を
厭
う
て
免
罪
し
、
こ
の
世
に
返
そ
う
と
し
た
が
、
す
で
に
永
手
の
還
る
べ
き
身
体
は
な
く
、
蘇
生
で
き
な
か
っ
た
と
語
る
。
永
手
の
死
後
の
報
い
と
蘇
生
の
失
敗
は
生
前
の
行
い
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
最
後
に
永
手
が
地
獄
に
行
っ
た
こ
と
が
「
近
現
報
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
息
子
の
家
依
は
夢
の
お
告
げ
を
信
じ
た
人
物
で
あ
っ
た
と
描
か
れ
、
そ
の
逆
に
永
手
は
夢
の
お
告
げ
を
信
じ
な
い
ば
か
り
か
、「
悪
夢
」
以
前
に
仏
法
抑
圧
の
為
政
者
と
し
て
描
か
れ
る
。
家
依
は
「
悪
夢
」
を
永
手
に
降
り
か
か
る
「
悪
表
相
」
と
解
釈
し
た
が
、
永
手
の
死
後
、
す
ぐ
に
家
依
は
病
に
伏
し
て
し
ま
い
、
永
手
の
死
を
避
け
え
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
い
て
病
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
一
禅
師
」
の
看
病
呪
護
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
永
手
の
霊
が
家
依
に
憑
い
た
状
況
も
注
目
さ
れ
る
。
家
依
は
禅
師
や
優
婆
塞
を
招
い
て
「
呪
護
」
さ
せ
た
が
、
な
か
な
か
癒
え
な
か
っ
た
。
時
に
そ
の
「
看
病
衆
」
の
中
か
ら
「
一
禅
師
」
が
並
々
な
ら
ぬ
決
意
の
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誓
願
を
発
し
、
焼
香
行
道
、
陀
羅
尼
読
誦
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
永
手
の
霊
が
家
依
に
憑
依
し
て
あ
の
世
で
の
出
来
事
を
語
っ
た
と
い
う
。
永
手
が
塔
の
高
さ
を
減
じ
た
こ
と
や
、
幢
を
倒
し
た
こ
と
が
、
あ
の
世
で
受
け
る
罪
報
の
悪
因
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
永
手
の
霊
が
家
依
に
憑
依
し
て
語
る
蘇
生
の
失
敗
も
ま
た
悪
報
の
続
き
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
蘇
生
の
失
敗
を
み
る
と
、
こ
の
説
話
を
滑
稽
譚
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
は
な
い
が
、
こ
の
説
話
で
注
目
す
る
べ
き
箇
所
は
、「
一
禅
師
」
が
手
の
上
で
焚
い
た
焼
香
の
煙
が
あ
の
世
に
届
い
た
た
め
、
蘇
生
の
機
会
が
生
ま
れ
、
永
手
の
霊
が
家
依
の
身
体
に
よ
り
つ
き
、
蘇
生
の
失
敗
を
語
っ
た
後
で
あ
ろ
う
。
永
手
の
霊
が
語
り
終
え
る
と
、
家
依
の
病
は
癒
え
た
と
い
う
。
こ
の
説
話
は
実
際
の
看
病
呪
護
に
従
事
す
る
僧
尼
の
様
態
と
関
わ
り
、
僧
尼
令
２
卜
相
吉
凶
条
の
「
凡
僧
尼
、
卜
相
吉
凶
、
及
小
道
巫
術
療
病
者
、
皆
還
俗
、
其
依
仏
法
、
持
咒
救
疾
、
不
在
禁
限
」（６）の
う
ち
、「
卜
相
吉
凶
、
及
小
道
巫
術
療
病
」
が
禁
じ
ら
れ
、
「
依
仏
法
、
持
咒
救
疾
」が
例
外
と
さ
れ
て
い
る
の
が
参
考
に
な
る
。
僧
尼
が「
依
仏
法
、
持
咒
救
疾
」
を
実
施
し
て
い
る
う
ち
に
、「
卜
相
吉
凶
、
及
小
道
巫
術
療
病
」
の
状
況
に
移
行
す
る
よ
う
な
思
わ
ぬ
事
態
が
発
生
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。「
卜
相
吉
凶
、
及
小
道
巫
術
療
病
」
の
場
合
は
、
僧
尼
等
が
最
初
か
ら
病
者
に
何
ら
か
の
神
霊
が
憑
い
て
い
る
と
診
断
し
て
お
り
、
そ
の
霊
に
働
き
か
け
て
語
ら
せ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
説
話
を
僧
尼
令
２
卜
相
吉
凶
条
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
僧
尼
に
よ
る
看
病
呪
護
は
意
図
せ
ず
改
め
て
霊
を
呼
び
寄
せ
た
こ
と
に
な
る
が
、
卜
占
や
巫
術
と
近
い
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
密
接
な
関
係
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
永
手
の
身
体
が
す
で
に
処
理
さ
れ
て
な
く
な
っ
て
お
り
（
新
大
系
の
脚
注
に
い
う
、
火
葬
か
）、
永
手
の
霊
が
還
れ
な
か
っ
た
と
あ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
、
家
依
が
永
手
の
臨
終
時
に
卜
者
を
置
か
ず
、
永
手
の
遺
体
の
保
管
に
努
め
な
か
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
永
手
や
家
依
が
卜
占
や
巫
術
に
よ
る
死
霊
の
託
宣
を
信
じ
な
か
っ
た
人
々
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
か
も
し
れ
な
い
。「
一
禅
師
」
の
誓
願
に
基
づ
く
看
病
呪
護
を
通
じ
て
卜
占
や
巫
術
に
移
行
す
る
経
緯
は
、
す
で
に
卜
占
や
巫
術
が
次
第
に
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
た
状
況
が
あ
る
と
解
す
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
う
え
で
「
仏
法
」
の
「
大
意
」
に
基
づ
く
「
呪
護
」
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
一
禅
師
」
が
「
凡
憑
仏
法
修
行
大
意
、
救
他
活
命
。
今
我
寿
施
病
者
代
身
。
仏
法
実
有
、
病
人
命
活
。」
と
誓
願
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、「
憑
仏
法
修
行
」
の
「
大
意
」
が
「
呪
護
」
を
駆
使
し
た
治
病
に
あ
る
場
合
、「
卜
相
吉
凶
、
及
小
道
巫
術
療
病
」
と
同
じ
目
的
で
な
さ
れ
る
か
ら
、「
仏
法
」
の
行
道
等
が
卜
占
や
巫
術
と
紙
一
重
で
あ
っ
た
と
窺
え
る
。
中
巻
序
に
い
う
卜
者
の
「
外
道
」
で
は
僧
尼
令
に
い
う
「
卜
相
吉
凶
、
及
小
道
巫
術
療
病
」
な
ど
を
想
定
し
、「
内
経
」
で
は
「
凡
憑
仏
法
修
行
大
意
、
救
他
活
命
。」
を
想
定
し
て
お
り
、『
霊
異
記
』
に
お
い
て
は
、「
内
経
」
に
基
づ
く
「
憑
仏
法
修
行
大
意
」
が
、
卜
者
の
「
外
道
」
と
の
密
接
な
か
か
わ
り
の
下
で
重
視
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
看
病
呪
護
と
い
う
現
場
に
お
い
て
常
に
考
え
ざ
る
を
え
な
い
問
題
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
え
る
。
以
上
の
よ
う
に
見
る
と
、
下
巻
第
三
十
四
縁
、
第
三
十
六
縁
は
、
景
戒
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
仏
法
」
の
目
的
と
そ
の
方
法
が
よ
く
分
か
る
説
話
で
あ
る
。
三
地
獄
の
受
苦
と
追
善
の
救
済
地
獄
・
黄
泉
に
お
け
る
死
者
の
受
苦
、
法
華
経
の
滅
罪
信
仰
に
よ
る
死
者
の
救
済
に
関
す
る
説
話
で
あ
る
下
巻
第
三
十
五
縁
、
第
三
十
七
縁
を
見
て
い
こ
う
。
下
巻
第
三
十
五
縁
の
仮
官
勢
非
理
為
政
得
悪
報
縁
は
そ
の
趣
旨
を
象
徴
し
て
い
る
。
白
壁
天
皇
之
世
、
筑
紫
肥
前
国
松
浦
郡
人
、
火
君
之
氏
、
忽
然
死
而
至
琰
魔
国
。
時
王
校
之
、
不
合
死
期
、
故
更
敢
返
。
還
時
見
之
大
海
之
中
、
有
如
釜
地
獄
。
其
中
有
如
黒
之
物
、
而
涌
返
沈
、
浮
出
告
火
君
言
、「
待
耶
。
物
白
耶
。」
即
亦
涌
返
沈
。
一
復
浮
而
言
、「
待
。
物
白
。」
如
是
三
遍
。
於
四
之
遍
言
、「
我
是
遠
江
国
榛
原
郡
人
、
物
部
古
丸
也
。
我
存
世
時
、
白
米
綱
丁
而
経
数
年
、
百
姓
之
物
、
非
理
打
徴
、
由
其
罪
報
、
今
受
此
苦
。
願
為
我
、
奉
写
法
花
経
者
、
脱
我
之
罪
。」
火
君
見
聞
、
自
黄
泉
甦
還
来
、
而
具
解
送
於
大
宰
府
。
府
得
解
状
、
転
解
朝
庭
。
朝
庭
不
信
。
故
大
弁
官
、
取
彼
黄
泉
之
事
状
、
而
継
累
経
廿
年
也
。
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從
四
位
上
菅
野
朝
臣
真
道
、
任
其
官
上
、
見
彼
状
以
奏
山
部
天
皇
。
天
皇
聞
之
、
請
施
皎
僧
頭
、
而
詔
之
言
、「
世
間
衆
生
、
至
地
獄
受
苦
。経
廿
余
年
。免
耶
不
也
。」
僧
頭
答
曰
、「
受
苦
之
始
也
。
何
以
知
爾
。
以
人
間
百
年
。
為
地
獄
一
日
一
夜
。
故
未
免
也
。」天
皇
聞
之
弾
指
。
勅
遣
使
於
遠
江
国
、
令
訪
古
丸
之
行
事
、
方
得
問
之
。
如
解
状
不
異
有
実
。
天
皇
信
悲
、
以
延
暦
十
五
年
三
月
朔
七
日
、
始
召
経
師
四
人
、
為
古
麿
奉
写
法
花
経
一
部
。
充
経
六
万
九
千
三
百
八
十
四
文
字
。
勧
率
知
識
、
挙
皇
太
子
大
臣
百
官
、
皆
悉
加
入
其
知
識
也
。
天
皇
勧
請
善
珠
大
徳
為
講
師
、
請
施
皎
僧
頭
為
読
師
、
於
平
城
宮
野
寺
、
備
大
法
会
。
為
講
読
件
経
、
贈
福
救
彼
霊
之
苦
也
。
鳴
呼
鄙
哉
。
古
丸
用
于
狐
借
虎
皮
之
勢
、
非
理
為
政
、
受
悪
報
者
、
不
睠
因
果
之
賤
心
、
太
甚
也
。
非
無
因
果
也
。
光
仁
天
皇
の
時
代
、
肥
後
国
の
火
君
が
臨
死
体
験
を
し
た
。
火
君
は
閻
羅
王
の
手
違
い
で
死
ん
だ
た
め
、
こ
の
世
に
還
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
途
中
で
釜
の
如
き
地
獄
で
浮
沈
す
る
黒
い
杭
の
よ
う
な
物
を
目
撃
し
た
。
火
君
は
、
黒
い
杭
の
よ
う
な
物
が
遠
江
国
榛
原
郡
の
物
部
古
丸
で
あ
り
、
生
前
に
「
白
米
綱
丁
」
と
し
て
行
な
っ
た
不
正
の
悪
因
を
聞
き
、
法
華
経
書
写
を
頼
ま
れ
た
後
、
蘇
生
す
る
と
「
解
状
」
を
作
っ
て
太
宰
府
に
提
出
し
た
。
太
宰
府
が
「
解
状
」
を
朝
廷
に
提
出
し
た
が
、
朝
廷
で
は
信
じ
る
こ
と
な
く
、
大
弁
官
が
継
承
し
て
二
十
年
が
経
っ
た
。
菅
野
真
道
が
弁
官
の
上
に
就
任
し
、
そ
の
記
録
を
見
つ
け
て
「
山
部
天
皇
」（
桓
武
）
に
奏
上
し
た
。
桓
武
天
皇
は
施
皎
僧
頭
に
相
談
し
て
、
世
間
衆
生
が
地
獄
に
至
っ
て
受
け
る
苦
し
み
の
長
さ
を
聞
く
と
、
遠
江
国
に
使
い
を
派
遣
し
て
「
解
状
」
通
り
と
確
認
し
た
後
に
「
信
悲
」
し
ん
で
、
善
珠
大
徳
を
講
師
と
し
、
施
皎
僧
頭
を
読
師
と
し
て
勧
請
し
て
法
会
を
催
し
た
。
都
か
ら
遠
い
肥
後
国
の
人
が
臨
死
体
験
を
し
て
冥
界
を
め
ぐ
り
、
あ
の
世
で
遠
江
国
の
亡
き
「
白
米
綱
丁
」
が
蒙
る
悪
報
を
目
撃
し
た
と
い
う
が
、
光
仁
天
皇
の
時
代
に
は
そ
の
「
解
状
」
の
内
容
を
信
じ
る
こ
と
な
く
、
桓
武
天
皇
の
時
代
に
信
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
で
あ
っ
た
。
最
後
に
「
因
果
」
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
説
話
に
つ
い
て
は
、
桓
武
天
皇
が
盛
大
な
法
会
を
催
し
た
の
は
、
そ
の
地
獄
で
苦
し
む
「
白
米
綱
丁
」
の
古
丸
が
生
前
に
徴
税
の
職
務
で
不
正
を
働
い
た
か
ら
で
あ
り
、
「
白
米
綱
丁
」
へ
の
悪
報
が
ツ
ミ
と
し
て
国
家
に
及
ぶ
と
判
断
し
た
か
ら
だ
と
い
う
指
摘
も
あ
る（７
）。
こ
の
説
と
は
や
や
異
な
る
が
、
桓
武
は
施
皎
僧
頭
に
尋
ね
て
、
古
丸
が
地
獄
で
受
け
る
苦
は
こ
の
世
の
時
間
感
覚
よ
り
も
長
く
続
く
と
い
う
説
明
を
聞
き
、「
弾
指
」
し
た
と
こ
ろ
か
ら
み
て
も
、
地
獄
で
受
け
る
長
い
報
い
と
此
岸
と
の
関
係
を
重
視
し
た
と
考
え
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
桓
武
の
「
弾
指
」
は
、
こ
の
世
に
お
い
て
黄
泉
の
出
来
事
を
知
る
こ
と
自
体
を
、
近
き
未
来
の
何
ら
か
の
予
兆
と
解
し
た
表
わ
れ
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
解
し
た
場
合
、「
解
状
」
の
再
発
見
は
、
下
巻
第
三
十
五
縁
で
「
悪
表
相
」
と
呼
ん
だ
「
悪
夢
」
に
近
い
位
置
づ
け
を
示
す
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
、
下
巻
第
三
十
七
縁
の
不
顧
因
果
作
悪
受
罪
報
縁
は
、「
因
果
」を
顧
み
ず
、「
悪
」
を
な
し
て
「
罪
報
」
を
受
け
た
話
で
あ
る
と
い
う
が
、「
悪
」
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
従
四
位
上
佐
伯
宿
禰
伊
太
知
者
、
平
城
宮
御
宇
天
皇
世
人
也
。
于
時
京
中
人
、
下
於
筑
前
、
得
病
忽
死
、
而
至
閻
羅
王
闕
。
不
見
於
目
聞
之
、
響
大
地
而
所
打
有
人
音
。
言
、「
痛
哉
痛
哉
。」毎
打
遍
問
政
。
王
問
政
史
言
、「
若
此
人
在
世
時
、
作
何
功
徳
善
。」
諸
史
答
言
、「
唯
奉
写
法
花
経
一
部
。」
王
言
、「
以
彼
罪
充
経
巻
。」
雖
充
巻
、
而
罪
数
倍
、
勝
無
量
無
数
。
亦
充
経
六
万
九
千
三
百
八
十
四
文
字
、
猶
罪
数
倍
、
無
救
之
因
。
時
王
拍
手
言
、「
如
許
見
之
、
世
間
衆
生
作
罪
受
苦
、
未
見
如
此
人
太
甚
作
罪
。」
竊
問
傍
人
、「
此
所
打
之
人
誰
也
。」
答
曰
、
「
佐
伯
宿
禰
伊
太
知
也
。」
彼
死
人
、
能
聞
持
、
纔
自
黄
泉
、
還
来
見
之
即
甦
。
而
後
以
黄
泉
之
状
、
解
大
宰
府
、
府
不
信
其
事
。
彼
人
依
便
、
乗
船
上
京
。
還
来
京
中
、
而
伊
太
知
卿
之
捉
閻
羅
王
闕
、
而
陳
於
受
苦
之
状
。
時
妻
子
等
聞
之
、
懇
哀
之
言
、「
卒
経
七
七
日
、
為
彼
恩
霊
、
修
善
贈
福
既
畢
。
何
図
、
堕
悪
趣
、
受
劇
苦
之
耶
。」
更
奉
写
法
花
経
一
部
、
恭
敬
供
養
、
追
救
彼
霊
苦
也
。
此
亦
奇
異
事
也
。
下
野
国
の
薬
師
寺
に
流
さ
れ
た
道
鏡
を
死
に
追
い
や
っ
た
こ
と
が
悪
因
と
想
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
説
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
世
で
佐
伯
宿
禰
伊
太
知
が
何
ら
か
の
罪
を
な
し
て
地
獄
で
せ
め
苦
を
受
け
て
い
た
様
子
を
目
撃
し
て
秋 吉 正 博
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蘇
生
し
た
「
京
中
人
」
の
行
動
で
あ
り
、
彼
の
「
解
」
を
受
け
た
太
宰
府
・
朝
廷
の
反
応
で
あ
る
。「
京
中
人
」
は
、
佐
伯
宿
禰
伊
太
知
の
受
苦
を
救
う
た
め
に
最
初
は
「
解
」
を
太
宰
府
に
提
出
し
た
が
、
太
宰
府
で
は
信
じ
る
こ
と
は
な
く
、
朝
廷
に
は
報
告
さ
れ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、「
京
中
人
」は
諦
め
ず
に
上
京
し
て
伊
太
知
の
妻
子
に
伝
達
し
、
妻
子
が
そ
の
言
葉
を
信
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
伊
太
知
の
妻
子
が
「
京
中
人
」
の
冥
界
の
話
を
信
じ
て
、
四
十
九
日
を
過
ぎ
て
も
改
め
て
法
華
経
一
部
を
書
写
し
て
供
養
し
、
伊
太
知
の
霊
を
救
お
う
と
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、「
京
中
人
」
は
お
そ
ら
く
伊
太
知
と
そ
の
妻
子
の
知
り
合
い
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
第
三
十
五
縁
の
「
白
米
綱
丁
」
の
場
合
は
、
徴
税
に
お
け
る
不
正
を
根
拠
に
地
獄
で
苦
し
み
を
受
け
て
い
た
様
子
を
、
火
君
が
目
撃
し
て
蘇
生
し
た
。
火
君
の
「
解
状
」
は
太
宰
府
経
由
で
朝
廷
に
届
い
た
が
、
朝
廷
で
は
信
じ
る
こ
と
な
く
、
何
年
も
経
っ
て
、
菅
野
真
道
の
再
発
見
に
よ
っ
て
桓
武
天
皇
が
関
心
を
示
し
た
。
桓
武
天
皇
は
、
知
識
を
募
っ
て
法
華
経
を
書
写
さ
せ
て
法
会
を
催
し
て
救
済
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
佐
伯
宿
禰
伊
太
知
の
場
合
は
、
受
苦
の
因
を
記
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
伊
太
知
が
生
前
に
法
華
経
一
部
を
書
写
し
た
こ
と
を
調
べ
た
閻
羅
王
が
、
伊
太
知
の
罪
を
経
の
文
字
に
宛
て
て
滅
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
罪
が
数
倍
に
及
ぶ
た
め
に
救
え
な
か
っ
た
。「
京
中
人
」
の
知
ら
せ
を
信
じ
た
伊
太
知
の
妻
子
が
改
め
て
法
華
経
一
部
を
書
写
し
て
供
養
し
た
わ
け
で
あ
る
。
伊
太
知
の
罪
が
「
白
米
綱
丁
」
の
罪
よ
り
も
多
く
、
法
華
経
一
部
の
二
倍
で
あ
る
二
部
を
要
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ひ
と
た
び
死
ん
で
地
獄
で
他
者
の
受
苦
を
目
撃
し
て
蘇
生
し
た
人
々
で
あ
る
「
火
君
」
や
「
京
中
人
」
は
「
解
状
」、「
解
」
を
太
宰
府
に
提
出
し
た
が
、
太
宰
府
や
朝
廷
の
反
応
は
概
し
て
鈍
い
も
の
で
あ
っ
た
。『
霊
異
記
』
で
は
、
そ
の
よ
う
な
「
解
状
」、「
解
」
を
読
ん
で
取
り
上
げ
る
官
人
た
ち
の
「
信
」
が
死
者
の
霊
を
救
え
る
の
だ
と
示
そ
う
と
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
太
宰
府
、
朝
廷
に
お
い
て
そ
の
「
解
状
」、「
解
」
が
「
信
」
に
値
す
る
と
み
れ
ば
、
天
皇
以
下
の
知
識
を
勧
率
す
る
よ
う
な
法
会
を
開
催
で
き
る
が
、
太
宰
府
や
朝
廷
な
ど
の
官
司
組
織
で
「
信
」
に
値
し
な
い
と
見
な
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
死
者
の
遺
族
に
対
し
て
告
げ
知
ら
せ
、
遺
族
が
そ
の
知
ら
せ
を
「
信
」
に
値
す
る
と
み
れ
ば
、
追
善
供
養
を
し
て
霊
の
苦
を
救
う
こ
と
は
で
き
る
。
景
戒
は
、「
解
状
」、「
解
」
に
表
現
さ
れ
た
地
獄
の
受
苦
に
関
す
る
「
因
果
」
に
対
し
て
、
基
本
的
に
「
信
」
を
置
か
な
い
太
宰
府
や
朝
廷
等
と
い
う
官
司
組
織
の
存
在
を
描
き
、
そ
の
上
で
「
信
」
を
置
く
人
々
の
活
躍
ぶ
り
を
対
照
的
に
描
い
て
強
調
し
て
い
る
。
蘇
生
者
の
黄
泉
に
関
す
る「
解
状
」、「
解
」の
内
容
を
受
け
止
め
る
一
部
の
官
人
の「
信
」
や
、蘇
生
者
の
黄
泉
に
関
す
る
知
ら
せ
を
受
け
止
め
て
死
者
の
受
苦
を
思
う
遺
族
の「
信
」
が
問
わ
れ
て
い
る
の
だ
と
主
張
し
た
い
の
だ
ろ
う
。
以
上
検
討
し
て
き
た
第
三
十
四
縁
か
ら
第
三
十
七
縁
ま
で
の
説
話
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
・
病
気
や
黄
泉
の
受
苦
に
関
す
る
要
因
…
…
第
三
十
四
縁
で
は
「
怨
病
」
が
「
現
報
」
の
み
な
ら
ず
「
宿
業
」
も
か
か
わ
る
と
述
べ
た
後
で
、
第
三
十
五
縁
か
ら
第
三
十
七
縁
ま
で
は
冥
界
の
話
が
連
続
し
て
い
る
。
第
三
十
四
縁
で
は
、「
怨
病
」
と
述
べ
る
だ
け
で
、
そ
の
要
因
は
わ
か
ら
な
い
が
、
第
三
十
五
縁
以
下
を
読
む
と
、
長
年
の
「
怨
病
」
の
原
因
を
先
世
の
悪
因
で
あ
る
か
の
よ
う
に
想
像
さ
せ
る
展
開
で
あ
る
。
第
三
十
五
縁
か
ら
第
三
十
七
縁
で
は
、
貴
族
官
人
や
「
白
米
綱
丁
」
が
生
前
に
犯
し
た
仏
法
抑
圧
や
百
姓
圧
迫
が
死
後
に
冥
界
で
報
い
と
し
て
現
わ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
地
獄
の
受
苦
を
描
き
、
そ
の
重
さ
と
長
さ
を
強
調
す
る
。
・
看
病
呪
護
や
死
者
救
済
の
方
法
…
…
第
三
十
四
縁
で
は
長
期
の
経
典
読
誦
、
第
三
十
五
縁
、
第
三
十
六
縁
で
は
短
期
の
経
典
や
陀
羅
尼
の
読
誦
、
焼
香
行
道
の
効
果
を
描
い
て
い
る
。
陀
羅
尼
の
み
で
は
効
果
が
乏
し
い
よ
う
で
あ
り
、
陀
羅
尼
プ
ラ
ス
焼
香
行
道
と
い
う
方
法
が
第
三
十
六
縁
に
出
て
く
る
。
ま
た
、
経
典
は
第
三
十
四
縁
と
第
三
十
五
縁
、
第
三
十
七
縁
に
お
い
て
効
果
絶
大
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
、
第
三
十
七
縁
で
は
、
伊
太
知
本
人
の
生
前
の
法
華
経
一
部
書
写
や
、
妻
子
に
よ
る
七
七
日
の
供
養
に
よ
っ
て
も
伊
太
知
の
霊
を
救
う
こ
と
は
で
き
ず
、
妻
子
が
改
め
て
法
華
経
一
部
を
書
写
し
た
こ
と
が
み
え
る
。
第
三
十
五
縁
も
ま
た
、お
そ
ら
く
遺
族
の
供
養
だ
け
で
は
古
丸
の
霊
を
救
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
認
識
が
あ
り
、
桓
武
天
皇
が
知
識
を
募
っ
て
法
華
経
を
書
写
さ
せ
て
大
法
会
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
事
例
で
は
よ
り
効
果
的
な
救
済
方
法
を
重
ね
て
行
な
い
、
功
徳
を
積
ん
で
い
く
、
と
い
う
意
識
が
明
瞭
に
う
『日本霊異記』下巻の増補と編者景戒
―１７―
か
が
え
る
。
・
看
病
呪
護
や
死
者
救
済
に
従
事
す
る
人
々
…
…
第
三
十
四
縁
、
第
三
十
六
縁
は
行
者
が
病
人
を
看
病
呪
護
す
る
話
で
あ
り
、
第
三
十
五
縁
、
第
三
十
七
縁
で
は
生
者
た
ち
が
協
力
し
て
黄
泉
に
い
る
死
者
の
受
苦
を
救
う
、
も
し
く
は
救
お
う
と
し
た
話
で
あ
る
。
生
者
の
病
苦
や
死
者
の
受
苦
に
関
す
る
「
因
果
」
に
対
し
て
「
信
」
を
置
く
人
々
の
存
在
が
重
要
で
あ
っ
た
と
す
る
。
第
三
十
六
縁
は
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
り
、
行
者
の
看
病
呪
護
に
関
す
る
説
話
の
な
か
で
救
え
な
か
っ
た
死
者
の
霊
と
の
交
信
に
関
す
る
話
が
混
じ
る
。
実
は
、
第
三
十
三
縁
で
「
伊
勢
沙
弥
」
が
唱
え
る
「
薬
師
経
十
二
薬
叉
神
名
」
は
、
第
三
十
四
縁
で
「
行
者
忠
仙
」
が
読
む
経
典
の
う
ち
、
薬
師
経
と
重
な
る
。
ま
た
、
第
三
十
五
縁
の
「
白
米
綱
丁
」
は
遠
江
国
に
お
い
て
白
米
を
徴
発
す
る
役
目
で
あ
る
か
ら
、
第
三
十
三
縁
の
国
司
か
ら
下
さ
れ
た
正
税
の
稲
を
百
姓
に
わ
か
つ
役
目
を
担
っ
た
椅
家
長
公
紀
直
吉
足
と
通
じ
合
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
一
方
は
百
姓
か
ら
非
理
に
多
く
徴
発
し
、
他
方
は
正
税
を
乞
者
に
給
し
な
い
と
い
う
違
い
も
あ
る
が
、「
政
」
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
第
三
十
三
縁
の
モ
チ
ー
フ
が
第
三
十
四
縁
を
飛
ば
し
て
第
三
十
五
縁
の
モ
チ
ー
フ
に
重
な
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
う
な
る
と
第
三
十
三
縁
か
ら
交
互
に
類
似
の
モ
チ
ー
フ
を
配
置
し
た
可
能
性
が
高
い
。
第
三
十
三
縁
か
ら
の
連
想
と
し
て
、
第
三
十
四
縁
、
第
三
十
五
縁
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
原
撰
部
分
か
ら
増
補
部
分
へ
の
連
続
性
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
下
巻
第
三
十
三
縁
は
此
岸
で
起
こ
っ
た
「
現
報
」
に
関
す
る
説
話
で
あ
る
。
第
三
十
四
縁
も
こ
の
世
に
限
定
し
た
説
話
で
あ
る
が
、「
現
報
」
の
み
な
ら
ず
「
宿
業
」
を
も
認
識
し
て
、
先
世
の
悪
因
に
対
す
る
罪
報
と
し
て
の
病
を
想
像
さ
せ
る
。
第
三
十
五
縁
以
降
は
冥
界
の
話
を
続
け
る
が
、
此
岸
に
生
き
る
人
々
の
尺
度
を
越
え
て
、
冥
界
で
長
く
続
く
死
者
た
ち
の
受
苦
を
描
い
た
。
第
三
十
七
縁
で
は
、「
罪
報
」
の
悪
因
を
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
な
く
、
最
後
に
「
因
果
」
を
信
じ
る
べ
き
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
第
三
十
三
縁
の
最
終
話
は
、
こ
の
世
の
「
現
報
」
に
と
ど
ま
り
、
第
三
十
四
縁
か
ら
第
三
十
七
縁
ま
で
の
増
補
部
分
の
内
容
は
、
こ
の
世
の
側
で
あ
の
世
の
様
子
を
知
る
説
話
を
交
互
に
並
べ
て
い
る
。
此
岸
に
生
き
る
き
び
し
さ
を
前
提
と
し
て
、
経
典
・
陀
羅
尼
・
焼
香
行
道
等
に
基
づ
く
祈
り
の
諸
相
を
描
き
な
が
ら
、
地
獄
の
受
苦
を
此
岸
の
側
か
ら
取
り
除
く
方
法
と
、
そ
の
容
易
な
ら
ざ
る
側
面
を
と
ら
え
よ
う
と
し
た
。
生
き
る
病
人
に
対
し
て
は
看
病
呪
護
に
よ
る
救
済
、
死
者
の
霊
に
対
し
て
は
法
華
経
書
写
な
ど
追
善
に
よ
る
救
済
が
有
効
で
は
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
因
果
」
に
対
し
て
「
信
」
を
置
く
こ
と
が
前
提
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
判
断
の
非
常
に
難
し
い
「
信
」
で
あ
る
が
、
仏
法
を
た
の
み
修
行
す
る
「
大
意
」
を
意
識
し
て
、
知
り
え
な
い
「
因
果
」
に
対
す
る
「
信
」
に
基
づ
き
、
病
者
本
人
と
他
者
が
共
に
祈
願
し
て
そ
の
病
を
癒
し
た
り
、
多
く
の
他
者
も
参
加
す
る
知
識
結
と
い
う
臨
時
の
共
同
体
が
作
ら
れ
て
生
者
と
死
者
を
救
済
し
た
り
と
い
う
方
法
を
と
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
信
」
の
諸
相
を
連
続
す
る
四
つ
の
説
話
で
表
現
し
た
と
い
え
る
。
従
来
の
増
補
部
分
に
関
す
る
先
行
研
究
の
見
方
と
は
違
っ
た
意
味
で
、『
霊
異
記
』
で
は
た
く
み
に
下
巻
巻
末
の
説
話
を
構
成
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
下
巻
第
三
十
八
縁
、
続
く
第
三
十
九
縁
に
つ
な
げ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
お
わ
り
に
景
戒
が
な
ぜ
『
霊
異
記
』
を
増
補
し
た
の
か
と
い
う
問
い
を
立
て
た
後
、
景
戒
が
『
霊
異
記
』
を
編
纂
し
た
時
代
と
思
わ
れ
る
桓
武
天
皇
代
の
前
後
に
は
、
彼
自
身
と
周
辺
状
況
の
変
化
が
大
き
く
影
響
し
た
と
想
定
し
て
、
下
巻
巻
末
の
増
補
部
分
を
考
察
し
た
。
延
暦
六
年
を
基
準
の
年
と
す
る
原
撰
作
業
の
こ
ろ
に
、
景
戒
が
「
自
度
」
出
身
で
あ
り
、「
自
度
」
を
重
視
し
て
い
た
と
い
う
仮
説
を
念
頭
に
置
き
、『
霊
異
記
』
原
撰
の
最
終
話
と
目
さ
れ
る
下
巻
第
三
十
三
縁
を
読
み
解
い
た
。
景
戒
は
下
巻
第
三
十
三
縁
を
上
巻
第
四
縁
と
呼
応
さ
せ
て
、「
自
度
」
の
沙
弥
等
を
「
隠
身
聖
人
」
と
し
て
描
き
、
そ
の
擁
護
を
主
張
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
た
。
下
巻
第
三
十
三
縁
を
原
撰
の
最
終
話
と
す
れ
ば
、
増
補
部
分
で
あ
る
と
み
な
し
う
る
第
三
十
四
縁
か
ら
第
三
十
七
縁
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
下
巻
第
三
十
三
縁
の
秋 吉 正 博
―１８―
主
張
と
の
関
係
を
不
十
分
な
が
ら
説
話
内
容
に
即
し
て
論
じ
た
。
或
る
禅
師
が
病
人
を
救
う
た
め
、「
凡
憑
仏
法
修
行
大
意
、
救
他
活
命
…
…
」
と
誓
願
し
て
、
陀
羅
尼
読
誦
を
し
た
が
、
こ
れ
は
僧
尼
令
で
も
認
め
ら
れ
て
い
る
「
仏
法
」
に
よ
る
治
病
行
為
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
病
気
の
要
因
が
死
者
等
の
霊
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
の
疑
い
を
も
た
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、
僧
尼
令
で
禁
じ
ら
れ
て
い
た
「
卜
相
吉
凶
、
及
小
道
巫
術
療
病
」
の
方
法
と
紙
一
重
の
状
態
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
地
獄
に
堕
ち
た
死
者
へ
の
追
善
に
つ
い
て
は
、
死
者
の
長
い
受
苦
を
、
此
岸
の
側
の
妻
子
や
知
識
が
救
済
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
「
仏
法
」
の
呪
護
・
読
誦
・
行
道
が
、
他
者
と
し
て
の
僧
・
禅
師
・
行
者
・
俗
人
等
に
よ
り
行
わ
れ
た
と
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
憑
仏
法
修
行
大
意
」
が
『
霊
異
記
』
下
巻
巻
末
の
増
補
部
分
を
貫
い
て
い
る
。
こ
の
増
補
部
分
の
「
大
意
」
は
、
最
初
の
編
纂
方
針
の
一
つ
で
あ
っ
た
「
自
度
」
の
沙
弥
等
の
擁
護
か
ら
少
し
外
れ
な
が
ら
も
、「
自
度
」
の
沙
弥
等
も
担
う
「
仏
法
」
の
社
会
的
な
役
割
を
広
く
捉
え
直
し
て
補
強
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
下
巻
第
三
十
三
縁
と
下
巻
第
三
十
四
縁
以
降
の
内
容
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
景
戒
が
延
暦
六
年
に
「
慙
愧
」
し
て
夢
を
見
た
後
、
延
暦
七
年
に
も
不
思
議
な
夢
を
見
て
延
暦
十
四
年
に
伝
燈
住
位
と
な
り
、「
自
度
」
の
擁
護
の
み
な
ら
ず
、「
自
度
」
を
含
む
多
く
の
人
々
の
「
信
」
に
基
づ
い
た
「
憑
仏
法
修
行
大
意
」
を
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
状
況
の
変
化
と
関
係
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
は
先
行
諸
研
究
の
成
果
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
り
、
重
な
る
部
分
も
あ
る
が
、
註
記
で
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
多
い
。
任
意
に
類
話
を
拾
っ
て
読
み
解
く
よ
り
も
、
『
霊
異
記
』
で
連
続
し
た
数
話
を
ま
と
め
て
考
察
す
れ
ば
見
え
て
く
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
仮
定
し
て
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
紙
幅
の
関
係
で
延
暦
年
間
後
半
以
降
の
増
補
で
あ
る
ら
し
い
下
巻
第
三
十
八
縁
と
第
三
十
九
縁
に
つ
い
て
は
十
分
に
論
及
で
き
な
か
っ
た
。
他
日
を
期
し
た
い
。
【
註
】
（
１
）『
霊
異
記
』
か
ら
引
用
し
た
説
話
は
、
出
雲
路
修
校
注
『
日
本
霊
異
記
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）
に
基
づ
く
。
下
巻
の
底
本
は
真
福
寺
本
に
よ
る
。
日
本
古
典
文
学
大
系
、
日
本
古
典
文
学
全
集
な
ど
他
の
注
釈
書
を
参
考
に
鍵
括
弧
な
ど
の
記
号
を
補
い
、
説
話
の
場
面
展
開
を
考
慮
し
て
段
落
の
改
行
を
施
し
た
。
適
宜
、
新
字
体
に
改
め
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
（
２
）
八
木
毅
「
日
本
霊
異
記
の
撰
述
年
時
に
つ
い
て
」（『
日
本
霊
異
記
の
研
究
』
風
間
書
房
、
一
九
七
六
年
。
初
出
は
一
九
六
五
年
）、「
日
本
霊
異
記
の
成
立
と
構
想
」（
古
橋
信
孝
他
編
『
古
代
文
学
講
座
一
一
霊
異
記
・
氏
文
・
縁
起
』
勉
誠
社
、
一
九
九
五
年
）。
八
木
説
は
少
な
く
と
も
延
暦
六
年
原
撰
、
弘
仁
年
間
撰
述
と
い
う
二
段
階
の
撰
述
を
想
定
し
、
延
暦
六
年
原
撰
ま
で
に
も
第
一
次
編
述
、
第
二
次
編
述
を
段
階
的
に
想
定
す
る
説
で
あ
る
。
八
木
説
以
前
に
は
、
延
暦
四
年
原
撰
説
、
延
暦
年
間
説
、
弘
仁
年
間
原
撰
説
な
ど
様
々
な
説
が
あ
っ
た
。
（
３
）
出
雲
路
修
校
注
『
日
本
霊
異
記
』
一
七
七
頁
の
脚
注
。
（
４
）
志
田
諄
一
『
日
本
霊
異
記
と
そ
の
社
会
』（
雄
山
閣
、
一
九
七
五
年
）。
（
５
）『
霊
異
記
』
の
「
信
」
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
守
屋
俊
彦
『
日
本
霊
異
記
の
研
究
』
（
三
弥
井
書
店
、
一
九
七
四
年
）
三
七
〜
五
五
頁
、
石
井
公
成
「
行
為
と
し
て
の
信
と
夢
見
」
（『
駒
澤
大
学
仏
教
文
学
論
集
』
五
、
二
〇
〇
二
年
）、
伊
藤
由
希
子
「『
日
本
霊
異
記
』
に
お
け
る
信
」（『
死
生
学
研
究
』
八
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
が
別
々
の
観
点
か
ら
そ
の
特
徴
に
注
目
し
て
い
る
。
（
６
）『
律
令
』
僧
尼
令
２
卜
相
吉
凶
条
（
日
本
思
想
大
系
）。
（
７
）
永
藤
靖
『
古
代
仏
教
説
話
の
方
法
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
八
五
〜
九
三
頁
で
は
、
下
巻
第
三
十
五
縁
に
注
目
し
、
桓
武
天
皇
に
よ
る
写
経
・
法
会
が
国
家
と
い
う
共
同
体
の
内
包
す
る
矛
盾
か
ら
生
じ
た
ツ
ミ
の
祓
い
を
行
う
た
め
に
開
催
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
（
受
理
日：
二
〇
〇
九
年
三
月
一
二
日
）
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